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することになり、平成 23 年度には 2つの地区社協がモデルとなって計画策定を実施す
ることになった。その 1つが中川地区社協である。









































































































































② 福祉施設： 配布 65施設（高齢 17、子ども 30、障害 18）、回収 22施設（高齢 6、







　 ●  地域活動の内訳は、【交流】60件（48.4%）、【生活環境】34件（27.4%）、【福祉保
健】27件（21.8%）






　 ●  高齢者・障害児者・児童や外国人を対象とした交流や相談援助など、活動内
容が幅広いことが特徴
　 ●  委嘱委員やボランティア団体による単独の活動には限界があるため、互いの
連携・協力や地域住民の担い手としての参加が必要
◎ 福祉施設の地域活動の特徴
　 ●  施設内を開催場所とする近隣住民との交流や、施設の機能を活かした相談・
啓発活動が大部分
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